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※記載内容に変更がはいる可能性がございますので、Web制作時に当社まで最新版の資料確認をお願い致します。
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レイアウトをカスタマイズする 01RCMSでは自由にレイアウトをカスタマイズすることができます。
RCMSの標準レイアウトと異なるレイアウトの場合やエラーページなどにご利用ください。
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01-01：レイアウトを追加する
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RCMSでは自由にレイアウトをカスタマイズすることができます。 RCMSの標準レイアウトと異なる場合やエラーページ用などにご利用ください。

▼ 管理画面（デザイン＞レイアウト）
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複数のページで使用する場合があるので、
判別しやすい名前をつけてください。

カスタマイズしたレイアウトの要素は自由
に変更可能です。
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01-02：レイアウトの説明(PC)
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▼ RCMS独自の要素

<!--%head%-->
<body >
<!--%mng_menu%-->

<!--%header%-->
<!--%navi%-->
<!--%footpath%-->

<!--%sub_module1%-->
<!--%sub_module2%-->
<!--%sub_module3%-->
<!--%main_module%-->
<!--%sub_module4%-->
<!--%sub_module5%-->
<!--%sub_module7%-->
<!--%sub_module6%-->

<!--%footer%-->
<!--%mng_footer%-->

</body>
</html>
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▼ ユーザー閲覧画面
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▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ＞PC用）

▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ＞PC用）

<!--%sub_module1%-->

<!--%sub_module2%-->

<!--%sub_module3%-->

<!--%main_module%-->

<!--%sub_module4%-->

<!--%sub_module5%-->

<!--%sub_module7%-->

<!--%sub_module6%-->
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RCMS独自の要素を囲むようにして、自由にHTMLタグを追加できます。<!--%head%-->を削除すると、「ヘッダ（HEADタグなど）」内が読み込まれず、正しく表示がで
きないため、削除しないようにしてください。それ以外の要素については削除可能です。ただし、削除した要素にコンテンツを配置しても、コンテンツは表示されません。

削除しないでください
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01-03：カスタマイズしたレイアウトをページに適用する(PC)
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▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」）
management/page/page_list/

カスタマイズしたレイアウトを
選択します

▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」）
/management/layout/layout_list/

カスタマイズしたレイアウト

▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」）
/management/site/site_edit/

カスタマイズしたレイアウトの
IDを入力します。

 ページに適用する  エラーページに適用する
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01-04：レイアウトの説明(SP)
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▼ RCMS独自の要素

1

スマートフォン用に独自のレイアウトを作成することができます。ただし、一般ページ用とエラーページ用の2種類のみ適用可能です。

PCと同様に
<!--%main_module%-->
<!--%sub_module4%-->
などの要素をレイアウトで使用すると、ページ構成で設定したスマートフォンの並び順
が効かなくなるので、この1行をコンテンツとして追記してください。

1

<!--%head%-->
<body >
<!--%mng_menu%-->

<!--%header%-->
<!--%navi%-->
<!--%footpath%-->

<!--%sub_module1%-->
<!--%sub_module2%-->
<!--%sub_module3%-->
<!--%main_module%-->
<!--%sub_module4%-->
<!--%sub_module5%-->
<!--%sub_module7%-->
<!--%sub_module6%-->

<!--%footer%-->
<!--%mng_footer%-->

</body>
</html>

<!--%mobile_html%-->

システムエラー用のレイアウトID
を指定します。

▼ 管理画面（サイト基本設定＞ページ構成＞各ページの「設定」）
/management/site/site_edit/

一般ページ用のレイアウトIDを
指定します。

 追加したレイアウトを適用する レイアウトの追加
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01-05： head要素の記述について
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レイアウトをカスタマイズした場合、RCMSの標準で用意しているCSSやJSは、独自で設定したcssの指定などが効かなくなる可能性がありますので削除しても問題ありません。

標準で記述しているファイル
/css/front/****.css
/css/front/****.js
など

▼ 管理画面（デザイン＞ヘッダフッタ）

独自のcssやJSに干渉する可能性が
ある場合は、削除しても問題ありませ
ん
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